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新屋鹿嶋祭保存会

伊藤 富美雄

編   集   保存会広報部

事 務 所  日吉神社会館

二
月
十
九
日
、
日
吉
神
社
会
館
に
お
い
て
新
屋
鹿
嶋
祭
保

存
会
が
発
足
し
て
か
ら
初
め
て
の

「会
員
全
体
会
議
」
が
開

か
れ
役
員

・
会
員
な
ど
四
〇
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

伊
藤
富
美
雄
会
長
か
ら

「保
存
会
の
会
員
も
五
〇
名
を
数

え
、
今
日
の
全
体
会

議
で
保
存
会
の
事
業

計
画
と
部
会
の
活
動

内
容
を
具
体
的
に
検

討
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
秋
田
市
の
ね
ぶ

り
流
し
館
に
勝
平
鹿

嶋
祭
保
存
会
の
船
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、

資
料
も
展
示
さ
れ
て

い
た
。
我
々
の
保
存

会
も
鹿
嶋
祭
の
歴
史

を
研
究
し
後
世
に
正

し
く
伝
え
て
い
く
た

め
努
力
し
た
い
」
と

挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
題
に
う
つ
り
藤

●副

小
島

初
男

許薫
醐
写
鮮
硝
（

副
部
長
　
森
本

読
春

副
部
長
　
藤
枝

隆
博

二
一
鷹
凛
■
二
■
｝
「
ゴ̈

ヽ

ヽ
ま
と
場
崚
ｔ
て
輌
解

ヽ千
秋
劇

‐会
　
一
り
陰

‐案
内
な
ど
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

一二
坂
‐（
‐日
常
囀
世
増

‐
司
）
い
ら

一蝶
　
］
今
回
は
保
存
会
ニ
ュ
ー
ス

「鹿
嶋
さ
ん
」

会

事
　
　
　
　
　
巨
二
存
会
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
。
　

、
と

「会
員
全
体
会
議
」
の
資
料
を
掲
示
し

続

融
　
　
　
議
　
一
一
瑯
晰
“
黎
帥
解
絆
社
瑯
鰊
哺
動
に
　
　
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

」
し
ま
　
　
〇

一
月
二
十

一
日
東
京
都
内
で
新
春
恒
例

枝
隆
博
総
務
か
ら

「会
員
拡
大
と
入
会
書
の
案
内
」
が
あ
り
　
　
一一調
査
研
究
部

「新
し
い
入
会
書
を
活
用
し
各
町
内
会
で
保
存
会
活
卿
政

一担
　
　
一一　
　
　
　
一岬
弊
長

　
い
藤
「
離
縁
編
肝

う
△バ
員
を
増
や
し
て
欲
し
い
」
と
提
案
が
あ
り
、
大
滋
説
明
　
　

実
掟
部
　
部
長
　
　
鈴
木

　

恭
治

会
計
か
ら
は
入
会
時
の
手
続
き
と
領
収
書
の
発
行
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
。

「平
成
二
二
年
度
事
業
計
画
」
で
は

「事
業
内
容
と
部
会
　
　
　
　
　
　
　
副
部
長

　
鈴
木
，
富
夫

の
活
動
日
標
」
が
説
明
さ
れ
、
各
部
会
で
は
部
長
、

鰤
『
利
　
　
一制
作
部
　
¨
一
一
一　
一
一
中

一中
一

を
選
出
し
、
部
会
を
中
心
に
進
め
て
行
く
こ
と
に
し
ま
ヽ

特
に
鹿
嶋
祭
の

「歌
」
と

「太
鼓
」
が
、
各
町
内
で
微

違
いがあ
る
こと
から、保存会と
して時
間をかけ
しま
　　　　　　　副・

論
し
て

一
定
の
見
解
と
方
向
性
を
定
め
て
行
く
こ
と
に

し
た
。
会
員
相
互
の

「歌
」

「太
鼓
」
の
歌
唱
指
導
を
は
じ
め
、
　

　

　

「
一

各
町
内
会

へ
の
鹿
嶋
囃
子
の
指
導
に
出
向
く
ほ
か
デ

モ
テ
ー

開
催
を
確
認
し
ま
し
た
。

「様
々
な
方
法
で
保
存
会
を
応
援
し
た
い
」
と
入
峰
稀
罐
　
一
『
峰
“
』
轟
讐
鰤
轟
赫
』
』
計
摯
赫
一警
「

す
る
方
々
も
お
り
、
部
会
所
属
を
加
入
条
件
と
し
な
い

も
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

プ
制
作
な
ど
確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
嶋
祭
り
に
関
す
る

資
料
、
文
献
、
写
真
収
集
を
行
い
調
査
研
究
活
動
を
す
す
め
、

新
屋
振
興
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

「資
料
写
真
展
」

「鹿
嶋
祭
り
の
今
音
を
語
る
会
」
な
ど
の
　
鮨
○
新
屋
振
興
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
の
高
橋
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